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本書は、2006 年に Duke University Press から出版された Fear of Small Numbers: An 
Essay on the Geography of Anger の翻訳である。著者アパドゥライが『さまよえる近代: グ
ローバル化の文化研究』の続編である本書は、暴力、グローバリゼーション、不確実性、
マイノリティーをキーワードとし、今日の世界各地で起きている暴力、排除、拡大する不
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がその「希望する能力」によって、恐怖や不安を乗り越え、どのように希望をつないでい
くことが可能なのかという点についても論じられなければならないだろう。ただ、著者は
グローバリゼーションの「希望の側面」については別に論じるとしており、暴力と希望の
グローバリゼーションの二つの側面がどのようにつながるのか、今後の展開が待たれる。 
これまで人類学は、「顔の見える関係」を緻密に描くことを目標のひとつとしてきた。多
くの人類学者は、自らのフィールドのさまざまな側面において、グローバリゼーションの
影響を目の当たりにしている。人々が、「顔の見える関係」と「顔の見えない関係」をどの
ように接続し、ローカル、ナショナル、グローバルの連動的な空間を生きているのか、日
常生活や人々の関係を丹念に解き明かし、グローバリゼーションが人々の生活にどのよう
な影響を及ぼしているのか、実証的に論じる必要がある。この点においては、フィールド
を通時的・共時的に濃密に描こうとする人類学の貢献が一層求められるに違いない。 
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